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「知の集積」機能（図書館機能）の詳細項目

目次構成案 詳細項目案 方向性・ポイント

2. 導入機能 2-1. 

「知の集積」機能

（図書館機能）

（1） 「知の集積」機能の基本的な考え方 • 「基本構想」「基本的な考え方」を整理

• 既存図書館の機能を整理・検証

• 他事例の基本計画を参照

（2） 未来型図書館の「知る」「学ぶ」を支えるというと • 「基本構想」「基本的な考え方」を整理

• 未来型図書館としての独自性（「未来

型図書館のライブラリー」参照）

（3） 蔵書計画

a. 蔵書構成・蔵書規模

b. 開架書庫と閉架書庫の考え方

c. 児童書割合

d. 資料収集・選定方針

• 既存図書館の機能を整理・検証

• 他事例の基本計画、蔵書計画を参照

• 「複合施設の整備計画」と連動し検証

（4） テーマライブラリー（テーマ配架／排架）

a. 未来型図書館のテーマライブラリーの考え方

b. テーマライブラリーの構成

c. テーマライブラリーによる機能融合・機能拡張

d. テーマライブラリーとNDCの共存

• 第2回アドバイザリーボードでの協議

• 第1回、第2回リビングラボのプロセ

ス・結果に基づく検証

• 他事例のテーマ配架を参照

• 博物館、多機能との連携

（5） デジタル技術を活用した機能

a. ハイブリッドライブラリーの考え方

b. 電子書籍・オンラインデータベース

c. デジタルアーカイブ

d. 国立国会図書館デジタルコレクション等の活用

e. AI、VR/AR等新しい技術の活用（AIラボ？）

• 他事例（海外を含む）のデジタル技術

活用を参照

• 図書館・公共施設以外の事例（民間施

設、大学等）も調査・参照

• 国立国会図書館の状況を調査・参照
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3

「知の集積」機能（図書館機能）の詳細項目

目次構成案 詳細項目案 方向性・ポイント

2. 導入機能 2-1. 

「知の集積」機能

（図書館機能）

（6） 図書館システム

a. 未来型図書館の図書館システムの考え方

b. ICタグシステム

c. 博物館システムとの連携

• 既存図書館の機能を整理・検証

• 他事例の基本計画、管理運営計画を参

照

（7） 地域情報資源を活用した機能

a. 郷土資料の活用

b. 地域情報の収集・編集

c. 市民参加型の地域情報資源エディター

• 既存図書館の機能を整理・検証

• 他事例の基本計画、管理運営計画を参

照

（8） レファレンス

a. 未来型図書館におけるレファレンスの考え方

b. レファレンスカウンターとレファレンス資料

c. 博物館との連携

d. デジタル技術（AI）によるレファレンス

• 既存図書館の機能を整理・検証

• 他事例の基本計画、蔵書計画を参照

• 博物館との協議

（9） 「知の集積」機能のための諸室・スペースの設定

a. 融合を実現するための諸室・スペースの考え方

b. 機能相関マップ

• 他事例の基本計画を参照

• 「複合施設の整備計画」と連動し検証

• 博物館、多機能との連携


